
 

 

 

 



 ●幕別町の抱えている課題

 北海道十勝地方にある幕別町は、国内有数の畑作生産を誇り、１次産業が主要な経済となっています。十勝の玄関口である帯広市から車で２０分程度、JR や国道 

 など交通利便性があるにも関わらず、役場庁舎がある以前の中心市街地は、ほとんどが商業施設でありましたが、郊外大型施設に進出や、居住区が帯広側へと移動 

 など時代の流れそのままに展開したことで、役場庁舎周辺は空き店舗が多数残されているなど、空洞が顕著となっています。新規出店が何十年もない中、閉店施設 

 が年々増えている地域であります。今回の取り組みは以前ご提出させていただきました「Makura showcase」のその後としての続編になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●幕別町再生への可能性を感じる 

  ・中心エリアは空洞化していますが、郊外も含めると経済及び町民は豊かであり元気そして地域への思いも強い地域と感じています。 

  ・交通利便性が良く、魅力的なものを生み出すことで町外からのアクセスは増える可能性を感じています。 

  ・建築費高騰など厳しい状況の中、既存ストックの価値は注目される中、多くのストックが中心に集中しているため、再生への鍵と感じています。 

 

 ●空き施設の課題の整理 

   市街中心の状況を打開すべく、空き施設が多くなる理由や放置されている現状把握を行い、その先の再生へのヒントを得ることに努めました。 

  ・親からやむなく受け継ぐも、所有していても固定資産税は高くないので所有している意識が薄れている。 

  ・自ら築古建物は売れないし借りてもらえないと自己判断している。 

  ・どこに又は何を相談良いかわからないし、その作業手間が面倒と感じている。 

  ・地方では土地価格も安いので解体費が上回るので、赤字出してまで解体することを考えたくないし、土地が売れる保障もないのでリスクになる。 

  ・私物を放置していてその処理が大変な作業になる。 

   この地域は自然も豊かで地域への想いも強く、地域そして人はとてもエネルギーがあるから、動くための 「きっかけ」を生むことで、 

地域は自発的に動いていることを強く感じた事がこの地域での取り組むきっかけになっています。 



●きっかけづくりから地域の想いが動き出す 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●空き施設（既存ストックの活用手法 事例１） 地域の方がオーナー 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ●町の空き施設利用サポートセンター開設が実現 事例２ 町の空き店舗対策補助金の活用 

  町の空き施設の利用について活動を進める中で、空き施設についての相談が１０件弱と急増してきていました。姿形が見えることで町民の意識も変化してきたよう 

  に感じます。その中で町もより展開を進めるべく空き施設対策として「地域おこし協力隊」を募集することに動きました。地域がいよいよ本格的に加速する風が 

  吹き、次なる展開では、空き施設について気軽に相談でき、また利用に関して検討したい方などのほか、町では縦割りになってしまう、「空き店舗」「空き家」「移住」 

  「起業」など実はとても関係性が高いと感じる部分であるため、ワンストップでサービスの向上を図るなどを検討しました。その結果、役場庁舎外に空き施設を 

  リノベーションした建物の一部に「町の空き施設利用サポートセンター」が間借りし、その他のスペースは今後のこのエリアで空き施設を利用して起業・店舗を 

  構える方へのスタートアップの場、その他ギャラリーなど、最小複合施設としてセンターを開設することができました。 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




